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　二次元原子層がファンデルワールス結合によっ

て積層した層状物質である、ファンデルワールス

結晶を対象として、量子輸送現象の研究を行って

おります。ファンデルワールス結晶は、劈開・剥

離することによって微小な試料を得ることができ、

特に空間反転対称性の破れた結晶構造を持つ物質

の単一ドメイン試料を得たり、デバイス構造を作

製することによりドメインや量子相制御が可能に

なったりします。また、最近ではファンデルワー

ルス結晶のトポロジカルな電子状態にも着目が集

まっており、二次元量子スピンホール絶縁体やワ

イル半金属といった様々なトポロジカル量子相が

ファンデルワールス結晶においても発見されてき

ています。

　本研究では、低温で極性結晶構造を有するファ

ンデルワールス結晶である、タイプⅡ型ワイル半

金属 MoTe2[1,2] において、空間反転対称性の破れ

に起因した整流特性である非相反電荷輸送の研究

に取り組みました。単一ドメインが実現できると

期待される劈開試料のデバイスを作製し、非線形

伝導を測定した結果、低温の極性相のみで非相反

電荷輸送が生じること、磁場と電流が垂直な配置

では非相反縦伝導が生じ、磁場と電流が平行な配

置では非線形ホール効果が生じることを発見しま

した。さらに、この磁場下非線形ホール効果の大

きさは非相反縦伝導よりも数倍大きいことを明ら

かにしました。

　極性構造に起因した非相反電荷輸送は、これま

で、磁場を印加した際に生じる、スピン分裂バン

ドの特徴的歪みの効果が主な起源として知られて

いましたが [3]、本研究で観測された巨大な磁場下

非線形ホール効果は、ワイル半金属に特有のベリー

曲率に起因する新しい機構の非相反電荷輸送 [4]

である可能性があります。今後、より詳細な起源

の解明や他物質系での類似の現象の観測を通して、

トポロジカル電子状態と非線形伝導現象の包括的

理解を目指すと同時に、新現象の開拓にも取り組

んでいきたいと考えています。
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